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第4回木津川水質調査　4日(土)10時に調査水の持込を　スタッフとしてご協力を　淀川水系は桂川宇治川木津川が合流して大阪に流れている。そのうち三重県から伊賀市を水源とする木津川は山間部を流れているので三川のうち最もきれいな水と言われ、水泳場がところどころに設けられていた。水質の悪化が進んだか、近年徐々に盛り返してきたようだが、木津川支流に多くのダムが建設され、往時の水質を取り戻すのは至難の業としかいいようがない。しかし下水処理所という高度な技術発展に伴って、もう一歩の所に達しているとも説明がある。我々里山の会では、木津川の植物に大いに興味を持ってきたが、水質改善にはあまりにも微力であり、身の程知らずの大仕事と考えていた。だから放置していいのかと議論が繰り返され、できることから取り組んでみようと決意して、木津川の水質調査を3年間実施して今回は第4回目となった。この間支流の水も調査対象にして合計22カ所の水を調査する。調査協力員さんは、できる限り可能な限り同時間に調査用水を組み上げることを申し合わせて、正確な調査を成功させたいと準備を整えている。本部は木津川流域センターに設置して計測を行います。一般的なパックテストも行いながら、ユニメーターを使用して正確なデータ―を積み上げることにしています。5年10年とデータ―を積み上げるときっと新しい故郷の課題が見えてくると考えられます。多くの皆様のご協力があればより素晴らしいデータ―が整理されます。ご協力ください。
里山の会横断幕を作成しよう　　里山の会は発足した当時ののぼり(幅60～70㎝×140㎝の白地に墨書きのタペストーリーを活用してきました。広大な里山農園や、木津川河川敷での七草摘み、春の野草を食する会などでは広大な自然に圧倒されてきました。このようなとてつもなく広大で自然豊かな広場での活動が多くなり、大勢の参加者を迎え賑やかに取り組む回数が増えており、持ち運びや収納が簡単にできる主催者明示の横断幕の必要性が増加していますので作成をします。デザインは京都府の環境フエスタや京田辺市民文化祭で黄色の下地に黒の文字の名札が印象的ですので、これを基調に考えました。ご意見や良いお知恵などがあればご連絡ください。
里山農園秋の植物調査　9月26日　桜谷保之先生の来所が可能になりましたので、秋の植物調査を行いました。本格的に里山農園の取組みに積極的精力的にかかわっていただいている小泉道夫さんが先生と一緒に調査していただきました。これまで春や夏にはエビネやササユリ、コクランを発見してきました。今回は秋のギンリョウソウの発見が加わりました。そのほかフジバカマが自生しているもの、又オミナエシの自生地にも出会い、普賢寺地域の豊かな自然をさらに確認できました。そのほかアキアカネやトンボ類もたくさん飛翔しています。残念ながら春に発見したウメバチソウは見つけることが出来ませんでした。ワレモコウ、ツリガネニンジンには、いたるところで出会うことが出来ます。
ところで、畑にまいた綿は花も咲き終わり実が大きく膨らんでいます。間もなく美しく割れてくる時期です。コスモスは昨年の栽培していた畑で背丈もランダムに思い思いに乱れ咲き出して栽培場所に無い楽しい雰囲気を演出してくれています。里山農園にお越しください。脇ではサツマイモがいよいよ太くなってきました。
里山農園　調査学習屋根設置　工事着工　9月30日　里山農園生態園での学習屋根設置は、にわか雨などの天候異変に対応するためにはなくてはならない設備です。里山には雨をしのぐ施設は全くなく、気になる天候時には観察会は開催できないことになります。安心して計画し、実行できることになれば大きな前進で充実することになります。また必要な図鑑や資料集を備えられれば教育施設としてその場で確かめられるので言いうことなしでしょう。そうした設備の充実にも力を注ぎたいと思っています。その第一歩が屋根設置です。屋根設置の基礎杭の打込みの着工日を10月1日と設定してきましたが、あいにく仏滅なので早く着工しておくといいとの事で急遽30日に実行しました。ご準備ご協力の用意をいただいていた皆様には申し訳ありませんでした。2日以後基礎杭の打込みは12本を予定しています。約1ｍを地中に打ち込みますので、多くの皆様のご協力をお願いいたします。現地里山農園9号地にお越しいただきますとすべて準備が整っていますので、水糸の外側基準杭から2ｍの間隔で打ちこんでください。打ちこむ際には単管の頭部を保護するためにたたかれ役の金具がありますので必ずご使用ください。又地中に打ち込む先端金具もありますので装着してください。そうしないととても1ｍも打ちこめませんので必ずご使用してください。水準器も使って垂直を保持くださいね。傾きには最新の注意を払ってください。　それではよろしく頼みます。
里山農園　念願の丸山の草刈　　山頂まで通路　　里山農園を開拓した時から丸山の草刈はあきらめがありました。一昨年周囲の整備が進みましたが、昨年は手が付けられませんでした。今年3年目になって若い小泉道夫さんの参加がありまして、先日急斜面の雑草を切り払って一挙に駆け上がり頂上を極めていただきました。すごい情熱と体力と決意で実行いただきました。小さな山ですが、これまで誰も指をくわえてみるだけだったのですが、だれもなし得なかったすごい成果を築いていただきました。皆さん小泉さんの気力を分けていただき、頑張っていきましょう
精北小学校　総合学習　支援　10月14日(火曜日)　午後２時より３時まで　　煤谷川の河口部分で川探検をされます。草むらの昆虫や植物、水中の小魚、水質調べ(パックテスト)、ごみ拾いなどを計画されています。子どもたちと一緒に学びのお手伝いを要請されました。当日は桜谷保之先生もご参加いただきます。滋賀大学の北野大輔君も応援に来てくれる予定になっています。植物についてもぜひ詳しいお方がおられたらと先生がおっしゃっていました。
蔓籠つくり　蔓の採集を　10日（金）11日(土)　市民文化祭で大人気の葛籠を作ります。その材料の藤蔓の採取を行います。この藤蔓を取り除くことは里山林の再生に欠かすことのできない作業です。当日は採れた蔓を使って持ち帰り用の籠も編みます。ぜひお越しください。






